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日
本
語
版
へ
の
序
文

本
書
『
侵
食
さ
れ
る
民
主
主
義
（
原
書
名
はIll W

Inds

）』
の
日
本
語
版
は
、
ア
ジ
ア
と
世
界
の
民
主
主
義
に
と
っ

て
非
常
に
重
要
な
時
期
に
出
版
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
原
書
が
二
〇
一
九
年
に
出
版
さ
れ
て
以
来
、
世
界
の
民
主
主

義
は
急
激
に
悪
化
し
続
け
て
い
る
。
二
〇
二
一
年
版
の
世
界
の
自
由
度
（Freedom

 in the W
orld

）
報
告
書
に
お
い

て
フ
リ
ー
ダ
ム
ハ
ウ
ス
は
、
十
五
年
間
に
わ
た
る
着
実
な
民
主
主
義
の
衰
退
傾
向
を
記
録
し
て
お
り
、
政
治
的
権
利
や

市
民
的
自
由
ま
た
は
そ
の
両
方
が
減
少
し
て
い
る
国
の
数
は
、
そ
れ
が
増
加
し
て
い
る
国
の
数
を
い
ず
れ
の
年
も
上
回

っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
１
）。

私
の
計
算
で
は
、
二
〇
一
九
年
は
一
九
九
二
年
以
来
初
め
て
、
人
口
百
万
人
以
上
の

国
の
過
半
数
が
民
主
主
義
国
で
は
な
か
っ
た
年
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
世
界
の
人
口
の
過
半
数
（
約
五
二
％
）
が
非
民
主

主
義
国
に
住
ん
で
い
た
の
も
、
こ
の
年
が
一
九
九
〇
年
代
初
頭
以
降
初
め
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
イ
ン
ド
は
今
で
も
選

挙
民
主
主
義
で
あ
る
と
私
は
考
え
て
い
る
が
、
同
国
で
市
民
的
自
由
、
政
治
的
対
決
の
た
め
の
空
間
、
政
治
的
競
争
の

公
正
性
が
低
下
す
る
ペ
ー
ス
は
憂
慮
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
仮
に
イ
ン
ド
が
民
主
主
義
で
な
く
な
っ
た
と
し
た
ら

（V
-D

em

研
究
所
は
、
イ
ン
ド
が
す
で
に
民
主
主
義
で
な
く
な
っ
た
と
考
え
て
い
る
）
（
２
）、

民
主
主
義
国
に
住
む
世
界
人
口
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の
割
合
は
、
約
十
七
％
減
少
し
、
全
体
の
三
分
の
一
以
下
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
九
八
〇
年
以
降
、
民
主
主
義
の
崩
壊
率
は
十
年
ご
と
に
上
昇
し
て
い
る
。
世
界
的
な
民
主
化
の
「
第
三
の
波
」
が

勢
い
を
増
し
て
い
た
一
九
八
〇
年
代
に
は
、
当
時
存
在
し
て
い
た
す
べ
て
の
民
主
主
義
の
う
ち
、
そ
れ
が
崩
壊
し
た
国

の
割
合
は
わ
ず
か
六
％
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
一
九
九
〇
年
代
に
は
そ
れ
が
十
％
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
は
十
一
・
五
％
、

二
〇
一
一
年
か
ら
二
〇
二
〇
年
の
十
年
間
で
は
十
五
・
四
％
と
着
実
に
上
昇
し
て
い
る
。
他
方
で
、
民
主
主
義
へ
の
移

行
を
果
た
し
た
国
の
数
は
著
し
く
減
少
し
て
い
る
。
別
の
場
所
で
最
近
紹
介
し
た
よ
う
に
、
二
〇
〇
九
年
以
降
に
世
界

で
起
こ
っ
た
二
十
の
主
要
な
民
主
化
運
動
は
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
と
最
近
の
ボ
リ
ビ
ア
（
問
題
を
抱
え
た
こ
の
国
で
は
、
選

挙
に
よ
っ
て
民
主
主
義
が
回
復
し
た
）
を
除
い
て
、
ほ
ぼ
す
べ
て
失
敗
に
終
わ
っ
て
い
る
（
３
）。

民
主
主
義
の
崩
壊
が
加
速

す
る
一
方
で
、
民
主
主
義
へ
の
移
行
速
度
は
劇
的
に
低
下
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
九
九
〇
年
代
に
は
、
専
制
国
家
の

四
三
％
が
民
主
主
義
へ
の
移
行
を
果
た
し
て
い
た
。
こ
の
割
合
は
二
〇
〇
〇
年
代
に
は
二
十
％
に
減
少
し
、
二
〇
一
一

年
か
ら
二
〇
二
〇
年
に
か
け
て
は
十
七
・
三
％
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
傾
向
を
並
べ
て
み
る
と
、
世
界
的
な
民

主
主
義
の
後
退
と
い
う
厳
し
い
実
態
が
う
か
が
え
る
。
民
主
主
義
国
数
の
変
化
率
は
、
一
九
八
〇
年
代
（
三
四
・
五
％

増
）
と
一
九
九
〇
年
代
（
二
七
・
三
％
増
）
に
は
劇
的
に
プ
ラ
ス
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
る
と
そ

の
拡
大
は
事
実
上
と
ま
り
（
一
・
三
％
増
）、
こ
こ
十
年
間
で
は
第
三
の
波
が
始
ま
っ
て
以
来
初
め
て
マ
イ
ナ
ス
に
な

っ
た
（
二
〇
一
一
～
二
〇
二
〇
年
に
六
％
減
）。
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
私
た
ち
が
世
界
的
に
経
験
し
て
い
る
こ
と

は
、
本
書
で
私
が
言
う
「
民
主
主
義
の
不
況
（dem

ocratic recession

）」
で
は
な
く
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ハ
ン
テ
ィ
ン

ト
ン
の
言
う
「
第
三
の
揺
り
戻
し
の
波
（third reverse w

ave

）」
で
は
な
い
か
と
指
摘
す
る
研
究
者
が
増
え
始
め
て
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い
る
（
４
）。

過
去
二
回
の
揺
り
戻
し
の
波
（
一
九
二
〇
～
三
〇
年
代
、
お
よ
び
一
九
五
〇
年
代
後
半
～
一
九
七
〇
年
代
半
ば
）
が
、

世
界
の
平
和
と
人
権
に
と
っ
て
恐
ろ
し
い
時
代
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
現
在
の
長
引
く
民
主
主
義
の
不
況
が
本

格
的
な
「
揺
り
戻
し
の
波
」
に
な
る
の
を
防
ぐ
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
や
日
本
を
含
む
世
界
の
自
由
民
主
主
義
諸
国
に
と

っ
て
最
優
先
事
項
で
あ
る
は
ず
だ
。
そ
れ
に
は
い
く
つ
か
の
理
由
が
あ
る
。
第
一
に
、
民
主
主
義
の
後
退
は
、
き
わ
め

て
広
範
な
世
界
的
現
象
で
あ
る
。
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
地
域
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
政
治
体
制
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。
自

由
民
主
主
義
国
で
は
自
由
度
が
低
下
し
、
ア
メ
リ
カ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
そ
し
て
（
フ
リ

ー
ダ
ム
ハ
ウ
ス
で
は
な
く
、V

-D
em

研
究
所
の
評
価
で
は
）
日
本
を
含
む
多
く
の
先
進
工
業
民
主
主
義
国
に
お
い
て
、

チ
ェ
ッ
ク
・
ア
ン
ド
・
バ
ラ
ン
ス
、
司
法
の
独
立
、
メ
デ
ィ
ア
の
自
由
、
市
民
的
自
由
が
侵
食
さ
れ
て
い
る
。
実
際
、

本
書
で
詳
述
す
る
よ
う
に
、
腐
敗
し
た
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
で
あ
る
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
オ
ル
バ
ー
ン
首
相
下
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
、

民
主
主
義
国
で
は
な
く
な
っ
て
久
し
い
。
同
時
に
、
よ
り
多
く
の
民
主
主
義
が
崩
壊
し
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
ト
ル
コ
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
な
ど
、
戦
略
的
に
重
要
な
大
国
で
も
崩
壊
が
起
こ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
イ
ン
ド
を
筆

頭
に
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
メ
キ
シ
コ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
、
新
興
市
場
の
大
国
が
ま
す
ま
す
非
リ
ベ
ラ
ル

で
権
威
主
義
的
な
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ビ
ル
マ
や
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
よ
う
な
競
争
的
権
威
主
義
体
制
の

国
々
は
、
残
忍
な
独
裁
に
向
か
っ
て
後
退
し
て
お
り
、
他
方
で
、
ロ
シ
ア
や
中
国
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
強
力
な
閉

鎖
的
独
裁
国
は
、
ま
す
ま
す
抑
圧
的
に
な
っ
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
相
互
の
つ
な
が
り
が
ま
す
ま
す
強
ま
る
世
界
に
生
き
て
い
る
。
良
い
政
治
シ
ス
テ
ム
と
は
何
か
と
い
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う
問
い
は
国
境
を
越
え
て
伝
播
し
、
ド
イ
ツ
人
が
「
時
代
の
精
神
（
ツ
ァ
イ
ガ
イ
ス
ト
）」
と
呼
ぶ
も
の
に
集
約
さ
れ
て

い
く
。
二
〇
世
紀
の
最
後
の
四
半
期
に
起
こ
っ
た
よ
う
に
、
自
由
の
風
が
吹
く
と
自
由
な
人
々
の
安
全
性
は
高
ま
り
、

民
主
主
義
を
深
め
、
改
善
し
、
高
い
水
準
の
説
明
責
任
を
求
め
る
社
会
的
勢
力
を
後
押
し
す
る
機
運
が
高
ま
る
。
こ
れ

は
、
既
存
の
民
主
主
義
国
で
も
、
新
興
の
民
主
主
義
国
で
も
同
様
に
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。
権
威
主
義
の
蝕
ま
れ
た
風

が
吹
き
荒
れ
る
と
、
権
利
と
説
明
責
任
を
め
ぐ
る
世
界
の
全
般
的
な
環
境
が
悪
化
し
、
本
書
で
私
が
示
し
た
よ
う
に
、

ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
と
す
る
き
わ
め
て
リ
ベ
ラ
ル
で
安
定
し
て
い
る
と
思
わ
れ
て
い
た
民
主
主
義
国
で
さ
え
、
ポ
ピ
ュ

リ
ス
ト
や
非
リ
ベ
ラ
ル
な
「
時
代
の
精
神
」
の
影
響
を
受
け
や
す
く
な
る
。
何
世
紀
に
も
わ
た
っ
て
世
界
が
自
由
な
国

と
不
自
由
な
国
に
分
か
れ
て
き
た
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
自
由
が
不
可
分
で
あ
る
と
い
う
の

は
言
い
過
ぎ
か
も
し
れ
な
い
が
、
自
由
と
民
主
主
義
の
状
況
は
ど
こ
で
も
重
要
な
の
で
あ
る
。

三
つ
の
理
由
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
、
日
本
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
一
般
市
民
は
、
こ
う
し
た
暗
い
傾
向

を
懸
念
す
べ
き
で
あ
る
。
第
一
に
、
私
が
本
書
で
説
明
し
て
い
る
よ
う
に
、
世
界
に
お
け
る
権
威
主
義
的
な
傾
向
は
、

ま
す
ま
す
強
力
に
な
る
少
数
の
権
威
主
義
国
、
と
く
に
ロ
シ
ア
と
中
国
に
後
押
し
さ
れ
、
操
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
二

つ
の
屈
強
な
専
制
国
家
─
一
国
は
か
つ
て
の
全
体
主
義
的
な
超
大
国
で
、
現
在
は
大
国
と
し
て
復
活
の
途
上
に
あ
る

国
で
あ
り
、
も
う
一
国
は
新
技
術
を
使
っ
て
全
体
主
義
的
な
性
質
を
取
り
戻
そ
う
と
し
て
い
る
新
進
の
超
大
国
で
あ
る

─
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
の
み
な
ら
ず
、
日
本
、
韓
国
、
台
湾
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
、
す
べ
て
の
先
進

的
な
自
由
民
主
主
義
国
の
自
由
と
安
全
に
対
す
る
脅
威
を
増
大
さ
せ
て
い
る
。
ロ
シ
ア
と
中
国
が
大
西
洋
と
イ
ン
ド
太

平
洋
の
自
由
を
脅
か
す
に
は
、
領
土
や
シ
ー
レ
ー
ン
を
占
領
す
る
必
要
は
な
い
。
彼
ら
は
急
速
に
決
意
を
強
固
に
し
、
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洗
練
さ
れ
た
や
り
方
で
「
シ
ャ
ー
プ
パ
ワ
ー
」
を
用
い
て
先
進
民
主
主
義
国
を
含
む
世
界
中
の
社
会
に
浸
透
し
、
プ
ロ

パ
ガ
ン
ダ
を
拡
散
し
、
社
会
を
動
揺
さ
せ
て
い
る
。
シ
ャ
ー
プ
パ
ワ
ー
は
、
人
を
公
に
魅
了
し
説
得
す
る
ソ
フ
ト
パ
ワ

ー
と
、
軍
事
力
や
経
済
的
強
制
力
と
い
っ
た
む
き
出
し
の
ハ
ー
ド
パ
ワ
ー
の
間
に
あ
る
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
で
行
使
さ
れ
る
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
マ
ル
コ
ム
・
タ
ー
ン
ブ
ル
元
首
相
が
説
明
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
は
「
隠
密
的
、
強
制
的
、
ま
た
は

腐
敗
的
」
な
パ
ワ
ー
で
あ
る
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
上
で
の
操
作
や
攻
撃
か
ら
、
企
業
、
大
学
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
、

華
僑
集
団
へ
の
圧
力
、
合
弁
事
業
や
研
究
協
力
を
装
っ
た
技
術
機
密
の
窃
盗
ま
で
、
多
岐
に
わ
た
る
方
法
で
行
使
さ
れ

て
い
る
。

ど
の
よ
う
な
形
で
あ
れ
、
中
国
と
ロ
シ
ア
に
よ
る
シ
ャ
ー
プ
パ
ワ
ー
の
展
開
は
、
世
界
の
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
を
変
え

つ
つ
あ
る
。
シ
ャ
ー
プ
パ
ワ
ー
に
よ
っ
て
、
中
国
の
人
民
解
放
軍
は
驚
異
的
な
ス
ピ
ー
ド
で
拡
張
し
か
つ
近
代
化
し
て

お
り
、
国
際
法
や
国
際
法
廷
で
の
判
決
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
南
シ
ナ
海
の
事
実
上
全
域
で
主
権
を
ま
す
ま
す
大
胆
に
主

張
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ロ
シ
ア
が
二
〇
一
六
年
の
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
挙
を
ハ
ッ
キ
ン
グ
し
た
り
、
人

種
間
の
対
立
や
陰
謀
論
を
煽
っ
て
い
る
こ
と
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
シ
ャ
ー
プ
パ
ワ
ー
は
、
し
ば
し
ば
ソ
ー
シ
ャ
ル

メ
デ
ィ
ア
を
利
用
し
た
直
接
的
な
介
入
に
よ
っ
て
、
民
主
主
義
社
会
の
分
裂
を
操
作
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
権
威
主
義

国
は
、
古
い
メ
デ
ィ
ア
（
紙
媒
体
や
放
送
媒
体
）
や
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
（
デ
ジ
タ
ル
媒
体
）
を
通
じ
て
シ
ャ
ー
プ
パ
ワ

ー
を
行
使
し
、
市
民
を
民
主
主
義
国
の
同
盟
関
係
か
ら
遠
ざ
け
、
さ
ら
に
は
民
主
主
義
が
最
良
の
政
府
形
態
で
あ
る
と

い
う
信
念
か
ら
も
遠
ざ
け
よ
う
と
し
て
い
る
。
も
は
や
民
主
主
義
の
発
展
を
阻
止
す
る
だ
け
で
は
飽
き
足
ら
ず
、
世
界

を
専
制
主
義
に
と
っ
て
安
全
な
も
の
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
高
度
な
監
視
技
術
を
世
界
中
の
専
制
的
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支
配
者
に
売
り
込
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、
国
際
秩
序
の
ル
ー
ル
を
書
き
換
え
、
人
権
や
デ
ジ
タ
ル
権
に
対
す
る
保
護
を

世
界
的
に
後
退
さ
せ
よ
う
と
、
国
際
的
な
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
制
度
へ
の
浸
透
を
図
っ
て
い
る
。
彼
ら
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
規

範
を
め
ぐ
る
計
画
は
、
ま
す
ま
す
明
白
か
つ
攻
撃
的
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
一
方
で
は
支
配
の
正
当

性
に
対
す
る
永
続
的
な
不
安
が
あ
り
、
他
方
で
は
多
元
主
義
、
個
人
の
尊
厳
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
、
国
民
主
権
な
ど
の
リ

ベ
ラ
ル
な
価
値
に
対
す
る
深
い
憎
悪
と
疑
念
が
あ
る
。
こ
う
し
て
、
自
由
の
未
来
を
め
ぐ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
争
い
が
加

速
し
て
い
る
。
そ
し
て
国
を
問
わ
ず
、
す
べ
て
の
人
間
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。

第
二
に
、
戦
い
は
シ
ャ
ー
プ
パ
ワ
ー
か
ら
ハ
ー
ド
パ
ワ
ー
へ
と
ま
す
ま
す
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
る
。
二
〇
〇
八
年

以
降
、
ロ
シ
ア
は
軍
事
力
を
用
い
て
、
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
崩
壊
後
で
最
も
民
主
的
な
隣
国
で
あ
る
ジ
ョ
ー
ジ
ア
と
ウ
ク
ラ

イ
ナ
を
威
嚇
し
、
領
土
を
奪
取
し
て
き
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
一
部
（
ク
リ
ミ
ア
）
を
飲
み
込
み
、
そ
の
東
部
国
境
地
域

を
血
み
ど
ろ
に
し
て
不
安
定
に
し
た
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
プ
ー
チ
ン
の
ロ
シ
ア
は
、（
こ
の
文
章
を
書
い
て
い
る
現
時
点

で
）
再
び
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
国
境
に
軍
事
力
を
集
結
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
目
的
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
西
側
民
主
主
義
諸
国

と
の
提
携
模
索
を
や
め
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。
同
時
に
ロ
シ
ア
は
、
北
大
西
洋
条
約
機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
同
盟
を
分
断

し
、
バ
ル
ト
三
国
（
お
よ
び
場
合
に
よ
っ
て
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
も
）
に
自
分
た
ち
の
脆
弱
性
を
思
い
知
ら
せ
る
た
め
に
、

軍
事
的
な
挑
発
行
為
を
行
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
第
三
に
、
世
界
の
民
主
主
義
に
対
す
る
最
大
の
、
そ
し
て
現
在
お
そ
ら
く
最
も
差
し
迫
っ
た
軍
事
的
脅
威

は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
旧
ソ
ビ
エ
ト
地
域
で
も
な
く
、
東
ア
ジ
ア
に
あ
る
。
一
九
九
六
年
に
台
湾
が
民
主
主
義
へ
の
移

行
を
完
了
し
て
以
来
、
中
国
は
、
台
湾
に
お
け
る
人
民
主
権
が
、
台
湾
市
民
の
多
く
が
心
の
底
か
ら
望
ん
で
い
る
よ
う
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共
和
国
の
自
由
を
転
覆
さ
せ
た
者
の
大
多
数
は
、
新
た
な
経
歴
の
開
始
当
初
か
ら
民
衆
に
へ
つ
ら
っ
た
。

僭
主
政
の
終
わ
り
は
、
デ
マ
ゴ
ー
グ
の
始
ま
り
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

�

─
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
ハ
ミ
ル
ト
ン
（
一
七
八
七
年
）

世
界
の
長
い
歴
史
の
中
で
、
最
も
深
刻
な
危
機
に
直
面
し
た
際
に
自
由
を
守
る
役
割
を
果
た
し
た
の
は
、

ほ
ん
の
数
世
代
で
あ
る
。
私
は
こ
の
責
任
か
ら
逃
げ
な
い
。
む
し
ろ
、
歓
迎
す
る
。

�

─
ジ
ョ
ン
・
Ｆ
・
ケ
ネ
デ
ィ
（
一
九
六
一
年
）

自
由
へ
の
希
求
は
あ
ら
ゆ
る
人
間
の
胸
に
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
現
状
肯
定
、
混

乱
、
臆
病
の
可
能
性
も
ま
た
、
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
。

�

─
マ
デ
レ
ー
ン
・
オ
ル
ブ
ラ
イ
ト
（
二
〇
一
八
年
）



xi

目　　次

目
　
　
次

日
本
語
版
へ
の
序
文　

i 

�
�

1

第
1
章　

は
じ
め
に 
─ 
危
機
の
到
来

な
ぜ
民
主
主
義
か　

7

民
主
主
義
の
包
囲
網　
13

力
な
き
者
た
ち
の
力　
16

�
�

19

第
2
章　

民
主
主
義
が
成
功
し
た
理
由
、
失
敗
し
た
理
由

民
主
主
義
と
は
何
か　
22

グ
ッ
ド
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
重
要
性　
25



xii

成
功
の
公
式　
32

民
主
主
義
の
社
会
的
条
件　
38

適
切
な
制
度
の
構
築　
42

権
力
の
制
限　
47

�
�

51

第
3
章　

民
主
主
義
の
行
進
と
後
退

自
由
の
潮
流　
52

増
加
す
る
民
主
主
義　
55

民 

主 

革 

命　
57

民
主
主
義
の
ビ
ッ
グ
バ
ン　
62

第
三
の
揺
り
戻
し
の
波
？　
67

�
�

75

第
4
章　

権
威
主
義
の
誘
惑

ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
の
脅
威　
79

東
欧
に
お
け
る
非
リ
ベ
ラ
ル
の
波　
84



xiii

目　　次

波
は
西
へ
打
ち
寄
せ
る　
92

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
権
威
主
義
的
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
台
頭　
97

�
�

103

第
5
章　

ア
メ
リ
カ
民
主
主
義
の
衰
退

大
き
な
隔
た
り　
113

分
裂
し
た
メ
デ
ィ
ア
の
状
況　
126

民
主
主
義
の
衰
退　
130

わ
れ
わ
れ
の
民
主
主
義
に
は
ど
れ
ほ
ど
回
復
力
が
あ
る
か　
133

�
�

137

第
6
章　

ロ
シ
ア
に
よ
る
世
界
的
な
攻
撃

ア
メ
リ
カ
民
主
主
義
の
ハ
ッ
キ
ン
グ　
142

ロ
シ
ア
の
悪
の
手　
150

シ
ャ
ー
プ
パ
ワ
ー　
156

�
�

159

第
7
章　

中
国
の
密
か
な
攻
撃



xiv

中
国
は
ど
の
よ
う
に
し
て
シ
ャ
ー
プ
パ
ワ
ー
を
行
使
す
る
の
か　
163

メ 

デ 

ィ 

ア　
167

大　
　

学　
170

ビ
ジ
ネ
ス
と
政
治　
172

慈 
善 
団 
体　
174

人
気
コ
ン
テ
ス
ト　
176

中
国
の
新
た
な
力　
177

�
�

183

第
8
章　

民
主
主
義
へ
の
信
頼
は
失
わ
れ
て
い
る
の
か
？

ア
メ
リ
カ
人
は
何
を
考
え
て
い
る
の
か
？　
185

民
主
主
義
は
富
め
る
者
の
贅
沢
品
な
の
か
？　
192

市
民
の
信
念　
199

原　
　

注

著
者
・
訳
者
紹
介



i

目　　次

目
　
　
次

�
�

1

第
9
章　

独
裁
者
の
挑
戦
に
対
応
す
る

プ
ー
チ
ン
に
立
ち
向
か
う　

9

習
近
平
に
立
ち
向
か
う　
18

ハ
イ
テ
ク
脅
威　
22

�
�

27

第
10
章　

ク
レ
プ
ト
ク
ラ
シ
ー
と
の
戦
い

ク
レ
プ
ト
ク
ラ
シ
ー
か
ら
の
回
復 

─ 
十
段
階
の
プ
ロ
グ
ラ
ム　
41

専
制
支
配
者
の
共
犯
者　
48

�
�

49

第
11
章　

自
由
の
た
め
の
外
交
政
策



ii

自
分
の
こ
と
を
気
に
か
け
る　
54

ビ
ル
マ
の
民
主
派
を
支
援
す
る　
59

世
界
中
の
民
主
派
を
支
援
す
る　
64

民
主
主
義
国
を
助
け
、
専
制
に
圧
力
を
か
け
る　
68

民
主
主
義
の
た
め
の
外
交　
74

言
葉
を
発
信
す
る　
76

信
念
の
維
持　
83

�
�

85

第
12
章　

民
主
主
義
の
た
め
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
安
全
化

民
主
主
義
を
友
達
か
ら
削
除
す
る　
88

民
主
主
義
の
た
め
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
救
う　
99

ボ
ッ
ト
、
ト
ロ
ー
ル
、
偽
情
報
と
の
戦
い　
100

外
国
の
干
渉
と
選
挙
工
作
へ
の
抵
抗　
108

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
と
不
寛
容
に
対
抗
す
る　
109

政
府
の
規
制
と
民
主
的
価
値
の
調
和　
110



iii

目　　次

デ
ジ
タ
ル
市
民
を
教
育
す
る　
114

ウ
ェ
ブ
上
の
自
由
を
守
る　
117

�
�

121

第
13
章　

ア
メ
リ
カ
民
主
主
義
の
復
活

優
先
順
位
付
投
票
制
を
求
め
る
戦
い　
125

活
力
あ
る
中
道　
134

民
主
主
義
の
弊
害
を
な
く
す
た
め
に　
138

人
々
に
投
票
を
さ
せ
よ
う　
140

大
統
領
を
選
ぶ
民
主
的
な
方
法　
144

機
能
す
る
議
会
と
は　
147

選
挙
を
守
る
た
め
に　
150

沼
の
水
を
抜
く　
155

ア
メ
リ
カ
の
デ
マ
ゴ
ー
グ
に
対
抗
す
る　
156

�
�

163

第
14
章　

結
論 

─ 

自
由
の
新
た
な
誕
生



iv

灰
の
下
の
火　
174

「
ア
メ
リ
カ
・
ア
ロ
ー
ン
」
の
回
避　
182

無
関
心
へ
の
対
抗　
186

謝　
　

辞　
193

監
訳
者
解
説
・
あ
と
が
き　
199

原　
　

注

著
者
・
訳
者
紹
介



199

監
訳
者
解
説
・
あ
と
が
き

ミ
ス
タ
ー
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

初
め
て
会
っ
た
そ
の
瞬
間
か
ら
、
物
凄
い
熱
量
を
感
じ
た
。
ラ
リ
ー
・
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
に
私
が
初
め
て
会
っ
た
の
は
、

二
〇
一
八
年
に
セ
ネ
ガ
ル
で
開
催
さ
れ
た
世
界
民
主
主
義
運
動
（W

orld M
ovem

ent for D
em

ocracy

）
の
年
次
会
議

の
際
だ
っ
た
。
ク
レ
プ
ト
ク
ラ
シ
ー
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加
し
て
い
た
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
は
、
ク
レ
プ
ト
ク
ラ
シ
ー
が
い

か
に
民
主
主
義
を
後
退
さ
せ
て
い
る
か
を
論
じ
て
い
た
。
彼
は
顔
を
紅
潮
さ
せ
、
机
を
叩
き
、
国
際
社
会
が
早
急
に
こ

の
問
題
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
説
い
て
い
た
。「
ミ
ス
タ
ー
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
所
以
を
強
く

感
じ
た
。

民
主
主
義
研
究
を
し
て
い
る
人
で
、
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
を
知
ら
な
い
人
は
い
な
い
。
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
は
こ
の
分
野
で
、

研
究
内
容
を
少
し
ず
つ
変
化
さ
せ
な
が
ら
、
質
の
高
い
研
究
を
量
産
し
続
け
て
き
た
。
初
期
に
は
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の
第

一
共
和
政
に
焦
点
を
当
て
た
『
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の
階
級
・
民
族
・
民
主
主
義
（Class, E

thnicity and D
em

ocracy in 

N
igeria

）』（
一
九
八
八
年
）
を
出
版
し
、
そ
の
後
民
主
主
義
の
定
着
・
促
進
・
発
展
に
関
す
る
研
究
に
シ
フ
ト
し
て
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『
一
九
九
〇
年
代
に
お
け
る
民
主
主
義
の
促
進
（Prom

oting D
em

ocracy in the 1990s

）』（
一
九
九
五
年
）
や
『
民

主
主
義
の
発
展
（D

eveloping D
em

ocracy

）』（
一
九
九
九
年
）
を
出
版
し
て
い
る
。
二
〇
〇
〇
年
代
初
頭
に
は
イ
ラ

ク
連
合
国
暫
定
当
局
の
統
治
担
当
上
級
顧
問
と
し
て
活
動
し
た
経
験
を
ま
と
め
、
サ
ダ
ム
・
フ
セ
イ
ン
政
権
崩
壊
後
の

イ
ラ
ク
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
民
主
主
義
体
制
構
築
の
取
り
組
み
を
批
判
的
に
分
析
し
た
『
無
駄
に
な
っ
た
勝
利

（Squandered V
ictory

）』（
二
〇
〇
五
年
）
を
出
版
。
そ
の
後
は
民
主
主
義
の
後
退
現
象
に
焦
点
を
当
て
、『
民
主
主

義
の
精
神
（T

he Spirit of D
em

ocracy

）』（
二
〇
〇
八
年
）
と
『
民
主
主
義
を
求
め
て
（In Search of D

em
ocracy

）』

（
二
〇
一
五
年
）
を
経
て
、
本
書
の
原
著
（
原
書
名
はIll W

inds: Saving D
em

ocracy from
 R

ussian R
age, Chinese 

A
m

bition, and A
m

erican Com
placency

）
が
二
〇
一
九
年
に
出
版
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
に
も
、
共
編
著
だ
け
で

も
五
十
冊
を
出
版
し
て
お
り
、
論
文
や
各
種
論
考
に
至
っ
て
は
数
え
き
れ
な
い
。
そ
し
て
「
民
主
主
義
な
き
選
挙
─

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
・
レ
ジ
ー
ム
を
考
え
る
（Elections W

ithout D
em

ocracy: T
hinking A

bout H
ybrid Regim

es

）」

（
二
〇
〇
二
年
）
や
「
民
主
主
義
の
不
況
に
立
ち
向
か
う
（Facing U

p to the D
em

ocratic Recession

）」（
二
〇
一
五

年
）
な
ど
、
ジ
ャ
ー
ナ
ル
・
オ
ブ
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
（Journal of D

em
ocracy

）
誌
か
ら
発
表
さ
れ
た
優
れ
た
論
文
の

数
々
は
、
そ
の
時
代
に
お
け
る
民
主
主
義
理
解
を
形
成
し
て
き
た
。

ミ
ス
タ
ー
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
異
名
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
日
に
至
る
ま
で
の
研
究
に
お
い
て
、
民
主
主
義
が
抱
え

る
問
題
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
が
多
か
っ
た
こ
と
は
皮
肉
で
あ
る
。
民
主
主
義
を
信
じ
、
比
類
な
い
ほ
ど
に
世
界
各
国

の
政
治
体
制
を
研
究
し
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
彼
に
は
民
主
主
義
の
ほ
こ
ろ
び
が
見
え
た
の
で
あ
る
。
二
〇
〇
〇
年
代
は

じ
め
、
旧
共
産
圏
の
民
主
化
に
よ
る
民
主
化
の
「
第
三
の
波
」
の
継
続
と
さ
ら
な
る
拡
大
に
世
界
が
沸
い
て
い
た
頃
に
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監訳者解説・あとがき

は
す
で
に
、
民
主
主
義
国
の
増
加
に
比
べ
て
自
由
の
拡
大
が
小
さ
い
こ
と
を
指
摘
し
、
非
リ
ベ
ラ
ル
な
民
主
主
義
の
台

頭
と
い
う
現
実
を
明
る
み
に
出
し
て
い
た
。
二
〇
〇
〇
年
代
後
半
に
は
、
市
民
的
自
由
や
政
治
的
権
利
を
深
化
さ
せ
る

国
の
増
加
率
そ
の
も
の
が
低
下
し
て
い
る
と
指
摘
し
、
過
去
十
年
ほ
ど
は
民
主
主
義
が
「
不
況
（recession

）」
に
陥

っ
て
い
る
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
き
た
。

民
主
主
義
の
不
況
は
、
そ
の
後
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
通
じ
て
さ
ら
に
加
速
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
対
策
を
口
実
と
し
て
ハ
ン
ガ
リ
ー
や
マ
レ
ー
シ
ア
は
議
会
を
停
止
さ
せ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
イ
ン
ド
は
ロ
ッ
ク
ダ

ウ
ン
違
反
者
を
見
せ
し
め
に
す
る
よ
う
な
人
権
侵
害
を
行
っ
た
。
エ
ジ
プ
ト
や
ブ
ラ
ジ
ル
は
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
を
禁

止
す
る
措
置
を
講
じ
て
政
府
の
コ
ロ
ナ
対
策
に
批
判
的
な
メ
デ
ィ
ア
を
取
り
締
ま
り
、
エ
チ
オ
ピ
ア
や
ミ
ャ
ン
マ
ー
は

コ
ロ
ナ
関
連
情
報
の
入
手
に
不
可
欠
で
あ
る
は
ず
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ア
ク
セ
ス
を
遮
断
し
た
。
コ
ロ
ナ
に
よ
る
民
主

主
義
状
況
の
さ
ら
な
る
悪
化
を
受
け
て
、
本
書
冒
頭
の
日
本
語
版
へ
の
序
文
に
お
い
て
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
は
、
民
主
主
義

は
単
な
る
一
時
的
な
「
不
況
」
で
は
な
く
「
揺
り
戻
し
の
波
（reverse w

ave

）」
に
突
入
し
て
し
ま
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
言
葉
に
、
彼
が
持
つ
現
状
へ
の
深
刻
な
危
機
感
が
現
れ
て
い
る
。
民
主
主
義
の
規
範
と

制
度
は
、
衰
退
局
面
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
国
際
秩
序
は
、
深
刻
な
変
節
点
に
あ
る
。

国
内
外
を
包
括
的
に
捉
え
る
研
究
の
先
駆
け
と
し
て
の
本
書

民
主
主
義
国
内
に
お
け
る
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
拡
大
に
端
を
発
す
る
民
主
主
義
の
弱
体
化
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
研
究

者
が
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
き
て
い
る
。
日
本
で
も
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
レ
ビ
ツ
キ
ー
と
ダ
ニ
エ
ル
・
ジ
ブ
ラ
ッ
ト
の
『
民
主
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主
義
の
死
に
方
』（
新
潮
社
、
二
〇
一
八
年
）
や
、
ヤ
シ
ャ
・
モ
ン
ク
の
『
民
主
主
義
を
救
え
！
』（
岩
波
書
店
、
二
〇

一
九
年
）
な
ど
、
民
主
主
義
の
後
退
に
関
す
る
著
名
な
書
籍
の
翻
訳
が
次
々
に
出
版
さ
れ
て
い
る
。
日
本
人
研
究
者
か

ら
も
、
川
中
豪
編
著
『
後
退
す
る
民
主
主
義
、
強
化
さ
れ
る
権
威
主
義
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
八
年
）
や
納

家
政
嗣
・
上
智
大
学
国
際
関
係
研
究
所
編
『
自
由
主
義
的
国
際
秩
序
は
崩
壊
す
る
の
か
』（
勁
草
書
房
、
二
〇
二
一
年
）

な
ど
が
次
々
と
出
版
さ
れ
、
問
題
関
心
が
共
有
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
書
籍
の
重
要
性
が
高
い
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
他
方
で
、
中
国
、
ロ
シ
ア
、
イ
ラ
ン
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
な
ど
、
民
主
主
義
の
侵
食
を
企
図
し
て
活
動
す
る
権
威
主
義
国
も
近
年
増
加
し
、
そ
の
活
動
は
影
響
力
を

増
し
て
い
る
。
権
威
主
義
国
の
こ
う
し
た
影
響
力
工
作
に
つ
い
て
も
徐
々
に
研
究
が
行
わ
れ
て
お
り
、
日
本
で
も
ク
ラ

イ
ブ
・
ハ
ミ
ル
ト
ン
の
『
目
に
見
え
ぬ
侵
略
』（
飛
鳥
新
社
、
二
〇
二
〇
年
）、
ク
ラ
イ
ブ
・
ハ
ミ
ル
ト
ン
、
マ
レ
イ

ケ
・
オ
ー
ル
バ
ー
グ
『
見
え
な
い
手
』（
飛
鳥
新
社
、
二
〇
二
〇
年
）、
川
上
桃
子
・
呉
介
民
編
『
中
国
フ
ァ
ク
タ
ー
の

政
治
社
会
学
』（
白
水
社
、
二
〇
二
一
年
）、
小
泉
悠
『
現
代
ロ
シ
ア
の
軍
事
戦
略
』（
筑
摩
書
房
、
二
〇
二
一
年
）
な

ど
が
出
版
さ
れ
て
き
て
い
る
。
た
だ
し
、
権
威
主
義
国
に
よ
る
影
響
力
工
作
が
民
主
主
義
に
与
え
る
影
響
は
、
そ
れ
だ

け
で
民
主
主
義
を
瓦
解
さ
せ
る
も
の
に
は
な
ら
な
い
。
国
内
で
の
民
主
主
義
弱
体
化
が
あ
る
か
ら
こ
そ
イ
ン
パ
ク
ト
が

拡
大
す
る
の
で
あ
り
、
国
内
と
国
外
の
問
題
を
一
体
的
に
論
じ
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
点
本
書
は
、
国
内
要
因
の
分
析
を
踏
ま
え
た
上
で
、
国
外
か
ら
の
影
響
力
工
作
や
国
境
を
越
え
る
ク
レ
プ
ト
ク

ラ
シ
ー
を
も
包
含
し
た
議
論
を
行
っ
て
お
り
、
民
主
主
義
研
究
の
中
で
も
と
く
に
包
括
的
な
議
論
を
展
開
す
る
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
権
威
主
義
国
が
行
う
影
響
力
工
作
に
関
す
る
研
究
分
野
で
も
第
一
人
者
で
あ
る
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
だ
か
ら
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監訳者解説・あとがき

こ
そ
取
る
こ
と
の
で
き
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
本
書
の
原
著
出
版
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
は
、『
中
国
の
影
響
と
ア
メ
リ

カ
の
利
益
（China’s Influence and A

m
erican Interests

）』（
二
〇
一
九
年
）
も
共
著
で
出
版
し
て
い
る
。

た
だ
し
中
ロ
の
影
響
力
工
作
を
研
究
し
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
の
研
究
姿
勢
は
反
中
・
反
ロ
に
突

き
動
か
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
リ
ベ
ラ
ル
民
主
主
義
の
価
値
と
制
度
に
損
傷
を
生
じ
さ
せ
る
原
因
を
分
析
す
る

中
で
、
中
国
や
ロ
シ
ア
な
ど
の
権
威
主
義
国
に
よ
る
影
響
力
工
作
や
ク
レ
プ
ト
ク
ラ
シ
ー
の
問
題
に
辿
り
着
い
た
の
で

あ
る
。
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
が
本
書
で
ア
メ
リ
カ
の
民
主
主
義
に
見
ら
れ
る
問
題
を
何
よ
り
批
判
的
分
析
の
対
象
と
し
て
い

る
こ
と
に
、
そ
の
姿
勢
が
表
れ
て
い
る
。
国
家
間
に
お
け
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
立
の
ツ
ー
ル
と
し
て
民
主
主
義
を
利
用

し
よ
う
と
い
う
姿
勢
は
、
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
に
は
な
い
。

ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
が
拡
大
す
る
現
在
の
国
際
社
会
に
と
っ
て
必
要
な
の
は
、
こ
の
よ
う
な
包
括
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ

る
。
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
を
取
り
得
る
が
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
利
用
し
た
排
外
主
義
や
一
国
主
義
的

な
動
き
と
な
る
こ
と
が
多
い
。
そ
し
て
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
勢
力
に
と
っ
て
は
、
中
国
や
ロ
シ
ア
の
影
響
力
工
作
や
ク
レ
プ

ト
ク
ラ
シ
ー
に
関
す
る
研
究
は
、
敵
視
す
る
こ
れ
ら
対
外
ア
ク
タ
ー
の
問
題
行
動
を
明
る
み
に
出
し
、
国
内
の
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
を
さ
ら
に
強
化
す
る
上
で
利
用
可
能
な
材
料
と
な
り
う
る
。

こ
の
最
大
の
実
例
は
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
当
初
は
中
国
政
府
に
よ
る
ウ
イ
グ
ル
族
へ

の
監
視
を
称
賛
す
る
こ
と
さ
え
あ
っ
た
ト
ラ
ン
プ
が
、
中
国
の
監
視
技
術
利
用
や
他
国
へ
の
政
治
介
入
な
ど
を
批
判
し

対
中
強
硬
的
な
姿
勢
に
転
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
、
恣
意
的
な
対
中
政
策
の
利
用
が
見
て
と
れ
る
。
こ
の
対
中
強

硬
姿
勢
は
、
主
に
ア
メ
リ
カ
国
内
向
け
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
あ
っ
た
。
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
的
か
つ
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
的




